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 現在、世の中の仕組みがとても急激に変化している。今まで経験がない独
⽴法⼈化を具体的に進めなければならない正念場の時期となっている。その
ような状況下で最後には量より質が求めまれる。東北⼤学には⽴派な先⽣・
先輩⽅が居られるので東北⼤学のよい所を⼤いに打ち出し、特⻑を⽣み出す
ことが重要である。そのためにも先輩とのよい関係を保つことが必要でその
要となるものが同窓会である。おごる必要はないが、同窓会にもっとプライ
ドを持ってもいいのではないか。同窓⽣の業績を知り、もっと誇りを持って
いいはずである。⼤変な時代であり、皆様のご⽀援をよろしくお願致した
い。

  


